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平
成
17
年
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
で

は
、
諮
問
・
条
例
案
等
15
件
と
新
年
度
予

算
案
を
含
む
予
算
案
32
件
の
計
47
件
の
議

案
を
審
議
し
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
提
案
さ
れ
た
46
議
案
の

う
ち
、
諮
問
２
件
と
議
員
提
出
議
案
１
件

に
つ
い
て
は
、
定
例
会
初
日
に
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年

度
予
算
案
を
除
く
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い

て
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
２
日
目
に
各

委
員
長
の
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、

す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
合
併
後

初
め
て
の
通
年
予
算
案
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
52
・
９
％
の
増
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
主
な
要
因
は
、
人
件
費
の
98
・
２
％

の
増
や
普
通
建
設
事
業
費
の
91
・
７
％
の

増
な
ど
、
主
に
合
併
に
伴
う
も
の
で
す
。

付
託
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
９

日
間
に
お
よ
ぶ
審
査
を
行
い
、
定
例
会
最

終
日
に
は
、
委
員
長
の
報
告
、
討
論
、
採

決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

ま
た
、
定
例
会
最
終
日
に
提
案
さ
れ
た

補
正
予
算
案
１
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
委
員
会
で
の
審

査
を
経
て
、
委
員
長
の
報
告
、
討
論
、
採

決
を
行
い
、
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平成17年
第1回定例会

合
併
後
初
の
新
年
度
予
算
可
決

一
般
会
計
　
６
４
４
億
９
６
０
０
万
円

平成17年度予算の概要

■基本目標と施策方針
「豊かな自然環境・文化・歴史を活かしたまちづくり」
「国際・学術・技術・研究機能を活かしたまちづくり」を目指して
「県央の交通拠点性を活かしたまちづくり」

・さらなる発展と利便性の高い暮らしのための基盤づくり
・安全で快適な生活環境づくり
・誰もが安心して暮らせる地域づくり
・知的資源を活用した地域づくり
・多彩で活力あふれる産業づくり
・豊かな資源を活用した交流ネットワークづくり
・個性と創造性あふれる人づくり
・施策の推進に向けて

一般会計歳入予算款別構成図（単位 ： 千円） 

総　額 
100.0％ 

（64,496,000） 

市　税 
37.4％ 

（24,098,338） 

地方交付税 
16.2％ 

（10,420,000） 

国庫支出金 
9.8％ 

（6,276,784） 

県支出金 
4.3％ 

（2,762,758） 

一般財源 
66.9％ 

（43,139,682） 
 

特定財源 
33.1％ 

（21,356,318） 

繰入金 
3.2％ 

（2,074,743） 

諸収入 
2.0％ 

（1,304,756） 
 

繰入金 
2.1％ 

（1,360,208） 
地方消費税交付金 

2.4％ 
（1,578,000） 

分担金及び負担金 
1.7％ 

（1,116,629） 

市　　債 
10.3％ 

（6,630,700） 

自動車取得税交付金 
0.7％（449,000） 

ゴルフ場利用税交付金 
0.4％（231,000） 

諸収入 
0.2％（131,001） 

その他 
0.4％（352,335） 

使用料及び手数料 
1.7％（1,080,379） 
財産収入 

0.1％（107,319） 
寄附金 

0.0％（2,250） 

地方譲与税 
2.3％ 

（1,457,000） 

地方特例交付金 
1.2％ 

（757,800） 

市　　債 
3.6％ 

（2,305,000） 
〔減税補てん　臨時財政対策〕 
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■第1回定例会の日程
3月7日（1日目） 開会、会期の決定、議席の変更、議席の指定、常任委員会委員の選任、議会運営委員会委員の選

任、議案説明、諮問採決【適任可決】、新年度予算案を除く議案付託（常任委員会）、予算特別委

員会設置・委員の選任、新年度予算案付託（予算特別委員会）、議員提出議案採決【原案可決】

3月8・9日 付託議案の常任委員会審査

3月10日（2日目） 常任委員長報告―新年度予算案を除く議案採決【原案可決】

3月11日（3日目） 代表質問

3月14日（4日目） 代表質問

3月15日（5日目） 代表質問、一般質問

3月16～18・21～25・28日 付託議案の予算特別委員会審査

3月29日（6日目） 予算特別委員長報告―新年度予算案採決【原案可決】、議案説明、議案付託（常任委員会）、付託

議案の常任委員会審査、常任委員長報告―議案採決【原案可決】、庁舎建設等特別委員会設置・委

員の選任、閉会

一般会計歳出予算性質別構成図（単位 ： 千円） 

総　額 
100.0％ 

（64,496,000） 

人件費 
21.7％ 

（14,009,385） 

補助費等 
5.9％ 

（3,789,721） 

義務的経費 
47.9％ 

（30,924,186） 

公債費 
15.5％ 

（9,999,681） 

扶助費 
10.7％ 

（6,915,120） 

繰出金 
8.1％ 

（5,205,054） 

普通建設事業費 
21.2％ 

（13,686,726） 

投資的経費 
21.5％ 

（13,865,611） 

投融資関係経費 
9.7％ 

（6,272,470） 

災害復旧事業費 
0.3％ 

（178,885） 

貸付金 
1.4％ 

（931,756） 

投資及び出資金 
積立金 
0.2％ 

（135,660） 
その他の行政経費 

予備費 
20.9％ 

（13,433,733） 

物件費 
12.8％ 

（8,261,137） 

予備費 
0.1％ 

（60,000） 

維持補修費 
2.1％ 

（1,322,875） 

一般会計歳出予算款別構成図（単位 ： 千円） 

総　額 
100.0％ 

（64,496,000） 

民生費 
21.7％ 

（13,990,253） 

土木費 
19.4％ 

（12,505,503） 

公債費 
15.5％ 

（9,999,697） 

総務費 
12.5％ 

（8,089,214） 

教育費 
9.4％ 

（6,064,653） 

衛生費 
8.9％ 

（5,726,783） 

消防費 
3.2％ 

（2,080,977） 

商工費 
2.6％ 

（1,673,141） 

労働費 
0.4％ 

（233,587） 

災害復旧費　0.3％（181,065） 
予　備　費　0.1％（60,000） 

諸支出金 
0.8％ 

（516,687） 

諸会費 
0.8％ 

（507,345） 

農林水産業費 
4.4％ 

（2,867,095） 

平成17年第1回定例会　議決状況
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給
食
セ
ン
タ
ー
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
や
住
民
に
対
す
る
説
明
会
を
実

施
し
、
そ
こ
で
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

方
向
性
の
決
定
を
。

・
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
ま

と
ま
っ
た
需
要
の
あ
る
大
規
模
セ
ン
タ

ー
化
の
推
進
を
。

・
市
税
・
使
用
料
等
の
収
納
対
策
に
つ
い

て
は
、
担
当
部
署
間
の
連
携
を
強
化
し
、

さ
ら
な
る
収
納
率
向
上
の
努
力
を
。

・
合
併
に
伴
う
余
剰
人
員
の
適
材
配
置
や

時
間
外
勤
務
の
縮
減
を
。

・
福
祉
バ
ス
に
よ
る
高
齢
者
等
移
送
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
。

・
企
業
立
地
の
促
進
と
障
害
者
を
含
め
た

雇
用
の
促
進
を
。

・
農
業
集
落
法
人
な
ど
で
の
農
業
の
担
い

手
育
成
を
。

・
合
併
に
伴
う
入
札
制
度
の
統
一
基
準
の

策
定
及
び
低
入
札
等
へ
の
対
応
を
。

・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
。

・
公
共
施
設
の
耐
震
対
策
を
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

依
然
と
し
て
市
民
生
活
が
厳
し
い
中
、

企
業
へ
の
優
遇
措
置
な
ど
を
優
先
し
て
お

り
、
学
校
図
書
の
整
備
や
乳
幼
児
医
療
費

の
個
人
負
担
の
無
料
化
、
旧
市
町
間
で
開

き
の
あ
る
公
共
料
金
体
系
へ
の
対
応
が
遅

れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
耐
震
対

策
や
障
害
者
雇
用
対
策
、
過
疎
化
対
策
な

ど
、
市
民
の
た
め
の
福
祉
増
進
に
力
を
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

大
規
模
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い

て
、
検
討
の
入
口
を
狭
め
て
進
め
る
行
政

手
法
は
容
認
で
き
な
い
。

優
先
順
位
な
ど
に
十
分
配
慮
し
、
要
望

に
対
し
て
適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
を
。

・
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
と
自
校
方
式
と

の
比
較
、
食
育
、
地
産
地
消
の
推
進
、

食
材
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的

な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
大
規
模
学
校

地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
整
備
を
。

・
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
た
各
事
業
の
早

期
実
現
を
。
施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
財
源
の
活

用
を
。

・
道
路
、
農
業
用
施
設
な
ど
の
生
活
関
連

基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
・

《
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

●
一
般
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
地
区
公
民
館
の
整
備
や
中
心
市
街
地
に

お
け
る
保
育
所
、
小
中
学
校
の
早
期
整

備
な
ど
、
公
共
施
設
の
機
能
の
精
査
と

区　　　　　分 平成17年度当初予算額 平成16年度当初予算額

一般会計 644億9,600万円 421億9,500万円

特

別

会

計

住宅新築資金等貸付事業 2,356万6千円 1,349万9千円

公共下水道事業 84億2,393万9千円 66億2,221万1千円

東広島中核工業団地汚水処理施設事業 1,845万円 2,046万3千円

原地区工業団地汚水処理施設事業 387万円 329万1千円

志和流通団地汚水処理施設事業 1,148万8千円 1,063万2千円

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業 706万7千円 0円

河内臨空団地汚水処理施設事業 591万5千円 0円

農業集落排水事業 2億7,896万5千円 7,375万1千円

東広島駅前土地区画整理事業 7億1,524万1千円 6億3,665万7千円

ひがしひろしま墓園管理事業 3,164万7千円 3,616万1千円

特定地域生活排水処理事業 1,333万5千円 0円

安芸津港湾事業 943万1千円 0円

国民健康保険 128億9,272万5千円 74億6,870万8千円

老人保健 152億1,063万6千円 88億1,669万9千円

介護保険 92億3,613万4千円 48億4,338万7千円

西条第一土地区画整理事業 0円 3億7,355万2千円

財産区（管理会）

計 468億8,995万7千円 289億2,511万4千円

合　　　　　計 1,113億8,595万7千円 711億2,011万4千円

754万8千円

（10管理会）

610万3千円

（8管理会）

区　　　分 平成17年度当初業務予定量・予算額 平成16年度当初業務予定量・予算額

給水戸数 61,340戸 45,350戸

年間総配水量 17,278,572裙 12,530,000裙

一日平均配水量 47,339裙 34,329裙

収益的収入 42億8,280万9千円 30億7,300万8千円

収益的支出 42億8,657万4千円 30億3,125万8千円

資本的収入 11億2,892万6千円 6億4,293万9千円

資本的支出 22億2,666万5千円 12億3,289万3千円

■水道事業会計
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▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

合
併
で
大
変
な
状
況
の
中
、
旧
町
の
合

併
協
議
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
も
、
精

査
・
検
討
さ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予

算
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
後
最
初
の
通
年

予
算
と
し
て
個
々
に
は
不
満
も
あ
っ
た

が
、
ス
タ
ー
ト
と
し
て
は
十
分
な
も
の
で

あ
り
、
市
民
も
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

▽
委
員
会
の
意
見
・
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

●
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
・
要
望

・
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
や
介
護

保
険
直
営
施
設
に
お
い
て
、
複
式
簿
記

を
採
用
し
、
経
営
状
況
の
明
白
化
を
。

・
水
道
料
金
の
据
え
置
き
を
。

・
市
街
化
区
域
に
お
け
る
均
衡
の
と
れ
た

公
共
下
水
道
整
備
を
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
滞

納
者
が
増
え
、
改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
。

所
得
等
生
活
実
態
を
把
握
し
、
支
援
策
を

講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

老
人
医
療
費
に
つ
い
て
、
公
平
な
負
担

が
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
負
担
も
増
加
す

る
こ
と
か
ら
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

▽
委
員
会
の
意
見
・
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
老
人
保
健
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特

別
会
計
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
を
も
っ

て
、
そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

《
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
》

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

国
民
生
活
が
未
だ
苦
し
い
中
、
教
育
や

福
祉
で
は
な
く
大
企
業
の
優
遇
や
都
市
整

備
に
力
を
注
い
で
い
る
。
学
校
図
書
の
充

実
や
い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
係
る
適

切
な
負
担
、
校
舎
の
耐
震
計
画
、
企
業
へ

の
雇
用
改
善
要
求
、
価
格
保
証
す
る
農
産

物
の
拡
大
、
小
売
店
へ
の
支
援
、
乳
幼
児

医
療
費
の
無
料
化
を
望
む
。

大
規
模
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ス

ト
や
食
育
、
配
食
時
間
、
食
中
毒
対
策
な

ど
に
つ
い
て
、
十
分
に
説
明
が
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
大
規
模
セ
ン
タ
ー
化
は
、

地
産
地
消
や
地
域
商
店
な
ど
に
影
響
が
あ

る
。
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見

を
聞
き
、
自
校
方
式
を
含
め
て
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

国
保
資
格
証
の
発
行
や
国
保
税
の
額
、

減
免
の
指
導
を
改
善
さ
れ
た
い
。
介
護
保

険
料
の
引
き
上
げ
を
せ
ず
、
充
実
し
た
介

護
保
険
制
度
の
見
直
し
を
政
府
に
求
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
積
極
的
な
高
齢
者
支
援

施
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら

れ
た
財
源
を
最
大
限
活
用
し
、
生
活
関
連

事
業
や
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
に
加
え
、

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
施
策
や
本

市
の
将
来
を
展
望
し
た
施
策
の
展
開
が
期

待
さ
れ
る
、
め
り
張
り
の
つ
い
た
予
算
で

あ
る
。
将
来
を
見
据
え
、
民
で
で
き
る
も

の
は
民
に
移
管
す
る
方
向
で
、
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

旧
安
芸
津
町
で
設
計
さ
れ
て
い
た
風
早

小
学
校
屋
内
運
動
場
の
空
調
設
備
が
予
算

化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
合
併
協
議
を
し
た
新

市
建
設
計
画
の
執
行
に
不
安
を
持
つ
。
し

か
し
、
合
併
時
に
予
算
編
成
を
行
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
委
員
会
等
で
の
意
見
や

要
望
に
つ
い
て
は
、
執
行
段
階
で
反
映
し

て
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。
市
民
は
合
併

後
初
の
予
算
に
大
い
な
る
期
待
を
し
て
い

る
。
全
会
一
致
で
本
予
算
を
認
め
、
新
市

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
。

常
任
委
員
会
に

付
託
し
て
可
決
し
た
案
件

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定

過
疎
地
域
と
し
て
公
示
さ
れ
て
い
る

福
富
町
、
豊
栄
町
及
び
河
内
町
の
地
域

に
つ
い
て
、
総
合
的
で
計
画
的
な
対
策

を
実
施
す
る
た
め
、
旧
町
が
策
定
し
た

計
画
を
引
き
継
ぎ
、
合
併
の
日
か
ら
本

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

●
広
島
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減

及
び
組
合
規
約
の
変
更

三
原
市
の
加
入
、
合
併
に
伴
う
９
町

と
３
組
合
の
脱
退
や
名
称
変
更
を
行
う

た
め
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

●
広
島
県
市
町
村
公
務
災
害
補
償
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減

及
び
組
合
規
約
の
変
更

三
原
市
の
加
入
、
合
併
に
伴
う
９
町

と
３
組
合
の
脱
退
や
名
称
変
更
を
行
う

た
め
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

●
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
の
制
定

地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公

表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
公
表
す
る
事
項
及
び
公
表
の

時
期
、
方
法
等
を
定
め
る
も
の
。

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に

関
す
る
政
令
及
び
船
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、危
険
物
施
設
設
置
許
可
申
請
手

数
料
の
う
ち
浮
き
屋
根
式
特
定
屋
外
タ

ン
ク
貯
蔵
所
の
設
置
に
係
る
許
可
申
請

手
数
料
の
引
き
上
げ
、船
員
雇
入
契
約
公

認
申
請
手
数
料
の
廃
止
等
を
行
う
も
の
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
設
置
及
び
管
理

条
例
の
制
定

地
域
住
民
の
教
養
の
向
上
を
図
り
、生

活
文
化
の
振
興
及
び
社
会
福
祉
を
増
進

す
る
た
め
、学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
融

合
を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
西
志
和
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、管
理
運

営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
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■第1回定例会で
可決した案件

●条例案等 ……………12件

●新年度予算案を

含む予算案 …………32件

●諮問 ……………………2件

●議員提出議案 …………1件

■庁舎建設等特別委員会の設置
行政サービス機能の強化を図るための新

庁舎等の建設に向けた規模・機能等に関す
る調査研究を行います。

【委 員 長】
杉井　弘文

【副委員長】
牧尾　良二

【委　　員】
竹川　秀明　　高橋　典弘　　家森　建昭
中平　好昭　　池田　 興　　岩田　　壽
赤木　達男　　樫木　幸則　　上田　　廣
中曽　義孝　　坂本　一彦　　村主　武彦
石丸　正 門田　　啓

議員提出議案を可決しました

●市長の専決処分事項の指定の変更
専決処分事項へ市営住宅等に係る訴えの

提起、和解及び調停に関することを追加す
るもの。

●平成16年度一般会計補正予算（第3号）（第4号）を可決しました

補正額　 4億7,884万6千円増

総　額　524億6,577万3千円

（主な補正内容）

・総務費（庁舎建設基金への積立金など）
1億9,856万2千円増

・民生費（職員給与費の減など） 1,158万2千円減

・農林水産業費（防衛施設周辺整備事業費の増など）
1,390万4千円増

・土木費（県道整備負担金の増など） 1億1,434万7千円増

・教育費（職員給与費の増） 3,110万円増

・公債費（NTT無利子貸付金の繰上償還）
1億2,641万5千円増

●平成16年度特別会計補正予算を可決しました

会計名（補正回数） 補正額（補正内容） 総　　　額

住宅新築資金等
貸付事業（2） （財源更正） 2,063万3千円

公共下水道
事業（3） 1億1,033万2千円増 83億5,803万4千円

安芸津港湾
事業（1） （債務負担行為の設定） 316万1千円

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

合
併
に
伴
い
、
平
成
17
年
度
に
お
け

る
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
に
係

る
保
険
料
の
基
準
額
を
４
万
５
６
０
０

円
か
ら
４
万
５
１
２
０
円
に
引
き
下
げ

る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

旧
５
町
に
は
、
保
険
料
額
が
一
気
に

引
き
上
げ
と
な
る
た
め
、
緩
和
措
置
を

講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

●
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
改
正

安
芸
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●
福
富
ふ
れ
あ
い
農
園
設
置
及
び
管
理
条

例
の
制
定

野
菜
等
の
栽
培
を
通
じ
て
自
然
に
触

れ
合
う
場
を
提
供
す
る
た
め
、
福
富
町

下
竹
仁
に
福
富
ふ
れ
あ
い
農
園
を
設
置

し
、
１
区
画
の
年
間
使
用
料
を
５
０
０

０
円
と
定
め
る
な
ど
管
理
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
ホ
テ
ル
等
設
置
奨
励
条
例
の
一
部
改
正

ホ
テ
ル
等
の
設
置
を
促
進
す
る
た

め
、
条
例
の
有
効
期
限
を
５
年
間
延
長

し
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る

も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

こ
の
条
例
は
、
特
定
企
業
へ
の
優
遇

措
置
を
行
う
も
の
な
の
で
、
有
効
期
限

を
延
長
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
委
託
契
約
の
変
更

公
共
下
水
道
西
条
八
本
松
汚
水
幹
線

管
渠
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
に

つ
い
て
、
受
託
者
が
行
っ
た
入
札
等
に

よ
り
工
事
費
を
減
額
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
契
約
金
額
を
減
額
す
る
も
の
。

変
更
契
約
金
額

10
億
８
９
５
２
万
円

減
少
額

６
４
４
８
万
円

●
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

西
条
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
期
間
が
平
成
17
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
満
了
と
な
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
同

事
業
特
別
会
計
を
廃
止
す
る
も
の
。

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
黒
瀬
町
楢
原
１
１
０
０
番
地
１
９

吾
郷
　
　
強

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
安
芸
津
町
三
津
４
２
４
６
番
地
６

本
田
　
悦
三


